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一
九
五
四（
昭
和
二
九
）年

３
・
３１

須
賀
川
町
、
浜
田
村
、
西
袋
村
、
稲
田
村
、
石

川
郡
小
塩
江
村
が
合
併
し
、
須
賀
川
市
が
誕
生

４
・
１

市
消
防
団
が
発
足
、
福
祉
事
務
所
を
設
置

４
・
２７

市
制
施
行
後
初
の
市
長
選
挙
、
岡
部
宗
城

氏
が
初
代
市
長
に
当
選

５
・
１０

市
制
施
行
祝
賀
式
典

５
・
２２

市
歌
発
表
会

６
・
１０

市
章
を
制
定

一
九
五
五（
昭
和
三
〇
）年

３
・
１

消
防
署
を
設
置

３
・
１０

岩
瀬
郡
仁
井
田
村
が
須
賀
川
市
に
合
併

３
・
２９

市
制
施
行
後
初
の
市
議
会
議
員
選
挙（
小

選
挙
区
制
・
定
数
30
）

４
・
１

県
立
須
賀
川
第
二
高
等
学
校
が
開
校

５
・
１５

釈
迦
堂
川
橋
竣
工
式

9
・
12

第
二
中
学
校
が
新
築
移
転

１０
・
１

嘱
託
員
設
置
条
例
を
施
行

12
・
27

絹
本
著
色
亜
欧
堂
田
善
画
像
が
県
重
要

文
化
財
に
指
定

一
九
五
六（
昭
和
三
一
）年

４
・
１

第
三
中
学
校
が
開
校

４
・
８

岡
部
市
長
が
死
去

５
・
１０

澤
田
三
郎
氏
が
市
長
無
投
票
初
当
選

５
・
２１

服
部
け
さ
顕
彰
碑
除
幕
式

６
・
１

地
方
財
政
再
建
特
別
措
置
法
適
用
に
よ

り
財
政
再
建
団
体
に
認
定

１2
・
１

第
二
保
育
所
が
開
所（
社
会
福
祉
法
人
新

栄
町
厚
生
会
か
ら
移
管
）

一
九
五
七（
昭
和
三
二
）年

１
・
１２

財
団
法
人
須
賀
川
牡
丹
園
保
勝
会
が
設
立

４
・
１

第
二
小
学
校
に
愛
護
学
級
を
開
設

５
・
1

国
道
４
号
が
開
通

６
・
１5

市
農
業
委
員
会
が
設
立

９
・
１

国
民
健
康
保
険
全
面
実
施

１２
・
１０

愛
護
育
成
会
が
発
足

一
九
五
八（
昭
和
三
三
）年

３
・
１８

首
藤
保
之
助
氏
が
市
に
阿
武
隈
考
古
館

資
料
約
５
万
点
を
寄
贈

４
・
１

奨
学
資
金
貸
与
制
度
を
開
始

第
三
保
育
所
が
開
所

都
市
公
園
条
例
を
施
行

文
化
財
保
護
条
例
を
施
行

４
・
１０

古
戸
の
大
火（
住
家
40
棟
全
焼
）

８
・
１

蝦
夷
穴
古
墳
が
県
史
跡
に
指
定

９
・
１７

青
少
年
問
題
協
議
会
を
設
置

9
・
27

台
風
第
22
号
水
害
が
発
生

一
九
五
九（
昭
和
三
四
）年

３
・
１７

古
寺
山
の
松
並
木
が
県
天
然
記
念
物
に
指
定

３
・
２９

市
議
会
議
員
選
挙（
大
選
挙
区
制
・
定
数
３０
）

３
・
３１

羽
鳥
用
水（
浜
田
須
賀
川
幹
線
用
水
）が
完
成

４
・
１

第
三
小
学
校
が
開
校

１０
・
１

翠
ヶ
丘
公
園
が
都
市
計
画
法
に
よ
る
都
市

公
園
に
指
定

一
九
六
〇（
昭
和
三
五
）年

３
・
３１

財
政
再
建
団
体
か
ら
脱
却

４
・
１

社
会
教
育
委
員
設
置
条
例
を
施
行

４
・
２４

澤
田
三
郎
氏
が
市
長
当
選（
２
期
目
）

１１
・
２８

関
下
簡
易
水
道
が
完
成

一
九
六
一（
昭
和
三
六
）年

４
・
６

子
ど
も
育
成
会
連
絡
協
議
会
が
発
足

４
・
２５

第
三
小
学
校
新
校
舎
落
成
式

５
・
３

牡
丹
会
館
が
完
成

５
・
２６

上
人
壇
廃
寺
跡
の
発
掘
調
査
開
始

６
・
２8

台
風
第
６
号
水
害
が
発
生（
宇
津
峰
大
橋
が
流
失
）

１２
・
１８

市
史
編
さ
ん
委
員
会
を
設
置

１２
・
２２

第
二
中
学
校
火
災（
３
教
室
が
半
焼
）

一
九
六
二（
昭
和
三
七
）年

２
・
11

連
合
婦
人
消
防
隊
が
発
足

４
・
１

諏
訪
町
児
童
遊
園
地
を
開
設

８
・
９

市
体
育
館
が
完
成

８
・
２０

中
部
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
に
着
手

9
・
29

新
安
積
土
地
改
良
区
が
設
立

10
・
１

災
害
対
策
本
部
条
例
を
施
行

須
賀
川
市
大
年
表
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一
九
六
三（
昭
和
三
八
）年

１
・
３０

須
賀
川
地
方
衛
生
処
理
組
合
が
設
立

４
・
９

県
立
須
賀
川
女
子
高
等
学
校
が
開
校

４
・
３０

市
議
会
議
員
選
挙（
定
数
26
）

５
・
１０

小
塩
江
小
学
校
新
校
舎
に
移
転

１２
・
２

須
賀
川
地
区（
旧
市
内
）の
町
名
・
字
名
変
更
認
証

一
九
六
四（
昭
和
三
九
）年

２
・
２８

仁
井
田
簡
易
水
道
が
完
成

３
・
３

本
市
を
含
む
常
磐
・
郡
山
地
区
が
新
産
業

都
市
に
指
定

3
・
24

双
式
浮
彫
阿
弥
陀
三
尊
来
迎
供
養
石
塔

が
県
重
要
文
化
財
に
指
定

４
・
１９

鈴
木
貞
夫
氏
が
市
長
初
当
選

９
・
３０

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー

１０
・
２

市
制
施
行
１０
周
年
記
念
式
典

１０
・
２１

円
谷
幸
吉
選
手
が
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
マ

ラ
ソ
ン
競
技
で
銅
メ
ダ
ル

一
九
六
五（
昭
和
四
〇
）年

2
・
15

須
賀
川
地
方
衛
生
処
理
組
合「
し
尿
処
理

施
設
」が
完
成

３
・
５

上
水
道
第
一
次
拡
張
事
業
起
工
式

３
・
３１

稲
田
小
学
校
新
校
舎
が
完
成

4
・
1

若
葉
児
童
館
が
開
館

東
山
小
学
校
・
大
東
中
学
校
が
開
校

４
・
１０
「
須
賀
川
広
報
」を「
広
報
す
か
が
わ
」に
改
称

一
九
六
六（
昭
和
四
一
）年

４
・
１

和
田
幼
稚
園
が
市
に
移
管
・
開
園

４
・
１５

第
一
小
学
校
新
校
舎
第
１
期
工
事
完
成
、

５・６
年
生
移
転

６
・
２9

台
風
第
４
号
水
害
が
発
生

９
・
２5

台
風
第
２６
号
水
害
が
発
生

１１
・
15

公
立
岩
瀬
病
院
本
館
が
完
成

１２
・
10

仁
井
田
中
学
校
新
校
舎
落
成
式

一
九
六
七（
昭
和
四
二
）年

２
・
１

石
川
郡
大
東
村
が
須
賀
川
市
に
合
併

2
・
28

須
賀
川
地
方
衛
生
処
理
組
合「
ご
み
焼
却

施
設
」が
完
成

４
・
１

大
東
幼
稚
園
が
開
園

４
・
２８

市
議
会
議
員
選
挙（
定
数
３０
）

５
・
２

新
栄
橋
竣
工
式

12
・
１

上
水
道
第
一
次
拡
張
事
業
落
成
式

１２
・
８

桐
文
木
彩
漆
笈
が
県
重
要
文
化
財
に
指
定

12
・
３１

東
山
小
学
校
新
校
舎
が
完
成

一
九
六
八（
昭
和
四
三
）年

２
・
３

国
道
１
１
８
号
開
通
式

４
・
１０

鈴
木
貞
夫
氏
が
市
長
当
選（
２
期
目
）

５
・
２８

上
人
壇
廃
寺
跡
が
国
史
跡
に
指
定

９
・
9

市
庁
舎
建
設
に
着
手

１０
・
１

大
東
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
に
助
産
所
を
併
設

１１
・
３

明
治
百
年
記
念
顕
彰
式
典

一
九
六
九（
昭
和
四
四
）年

４
・
１

大
東
小
学
校
が
開
校

５
・
３０

和
田
大
仏
及
び
横
穴
古
墳
群
を
市
史
跡
に
指
定

７
・
２０

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー（
老
人
憩
の
家
）が
開
館

１０
・
１

岩
瀬
牧
場
の
玉
蜀
黍
貯
蔵
所
を
市
有
形

文
化
財
に
指
定

１０
・
３１

市
庁
舎
が
完
成

１１
・
１

消
防
署
庁
舎
が
新
築
移
転

一
九
七
〇（
昭
和
四
五
）年

４
・
１

稲
田
・
仁
井
田
・
小
塩
江
・
大
東
地
区
に

出
張
所
設
置

５
・
２１

昭
和
天
皇
・
香
淳
皇
后
両
陛
下
行
幸
啓

（
牡
丹
園
・
市
役
所
な
ど
）

８
・
１

県
下
初
の
市
立
博
物
館
が
開
館

9
・
１

県
中
都
市
計
画
区
域
に
指
定

一
九
七
一（
昭
和
四
六
）年

２
・
12

須
賀
川
商
工
会
館
が
東
町
に
開
館

３
・
１0

総
合
計
画
基
本
構
想
を
策
定

３
・
２０

須
賀
川
駅
に
初
の
特
急
列
車
が
停
車

４
・
１

牡
丹
台
野
球
場
が
完
成

４
・
２５

市
議
会
議
員
選
挙（
定
数
30
）

8
・
31

台
風
第
２３
号
水
害
が
発
生

9
・
7

台
風
第
25
号
水
害
が
発
生

１１
・
１

西
川
土
地
区
画
整
理
事
業
に
着
手

一
九
七
二（
昭
和
四
七
）年

１
・
９

札
幌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー

3
・
10

中
央
公
民
館
が
完
成

３
・
２２

青
年
県
外
研
修
派
遣
事
業
を
初
実
施

４
・
１

阿
武
隈
小
学
校
が
開
校

４
・
１０

澤
田
三
郎
氏
が
市
長
当
選（
通
算
３
期
目
）

５
・
２７

牡
丹
台
庭
球
場
が
完
成

６
・
21

降
ひ
ょ
う
被
害
が
発
生

10
・
５

郡
山
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
が
設
立

一
九
七
三（
昭
和
四
八
）年

３
・
９

勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー
が
完
成

３
・
３１

図
書
館
が
新
築
移
転

４
・
１

須
賀
川
地
方
広
域
消
防
組
合
が
設
立

県
立
養
護
学
校
が
開
校

5
・
2

郡
山
地
方
土
地
開
発
公
社
が
設
立

７
・
１

部
設
置
条
例
を
施
行（
１
室
４
部
制
）

８
・
31

中
部
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
が
完
了

１１
・
２６

東
北
縦
貫
自
動
車
道
須
賀
川
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
が
開
通
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一
九
七
四（
昭
和
四
九
）年

2
・
1

稲
田
公
民
館
が
完
成

４
・
１

う
つ
み
ね
保
育
園
、
ぼ
た
ん
児
童
館
、
稲

田
幼
稚
園
が
開
園
・
開
館

５
・
７

古
寺
山
自
奉
楽
が
県
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定

10
・
１

重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
が
無
料
化

１１
・
２０

市
制
施
行
２０
周
年
記
念
式
典

11
・
28

経
済
変
動
緊
急
対
策
協
議
会
を
設
置（
石

油
危
機
対
策
）

一
九
七
五（
昭
和
五
〇
）年

２
・
２８

小
塩
江
公
民
館
が
完
成

３
・
12

横
山
土
地
区
画
整
理
事
業
に
着
手

４
・
１

ぼ
た
ん
保
育
園
、
う
つ
み
ね
児
童
館
、
小

塩
江
幼
稚
園
が
開
園
・
開
館

４
・
１１

県
立
岩
瀬
農
業
高
等
学
校
が
鏡
石
町
に
移
転

４
・
２７

市
議
会
議
員
選
挙（
定
数
３０
）

７
・
１０

牡
丹
台
水
泳
場
が
供
用
開
始

９
・
１５

坂
本
鉄
蔵
氏
が
初
の
名
誉
市
民
に
推
載

９
・
２９

財
団
法
人
坂
本
鉄
蔵
育
英
会
が
設
立

一
九
七
六（
昭
和
五
一
）年

２
・
７

太
田
貞
喜
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
市
に
寄
贈

４
・
１

仁
井
田
公
民
館
、
仁
井
田
幼
稚
園
が
開

館
・
開
園

４
・
１１

澤
田
三
郎
氏
が
市
長
無
投
票
当
選（
通
算
４
期
目
）

５
・
２４

上
人
壇
廃
寺
跡
の
第
４
次
発
掘
調
査
開
始

６
・
６

第
１
回
市
民
一
日
環
境
美
化
運
動
を
実
施

一
九
七
七（
昭
和
五
二
）年

１
・
１２

公
共
下
水
道
工
事
に
着
手

３
・
３０

下
江
持
橋
竣
工
式

４
・
２６

消
防
本
部
庁
舎
が
新
築
移
転

6
・
15

西
袋
公
民
館
が
新
築
移
転

１０
・
６

優
良
都
市
と
し
て
、
地
方
自
治
３０
周
年
記

念
式
典
で
自
治
大
臣
賞
を
受
賞

１１
・
１

福
祉
事
務
所
と
教
育
委
員
会
事
務
局
が

旧
消
防
庁
舎
跡
に
移
転

１１
・
３

休
日
夜
間
急
病
診
療
所
が
開
設

一
九
七
八（
昭
和
五
三
）年

3
・
8

西
袋
第
一
小
学
校
新
校
舎
が
完
成

4
・
1

墓
地
公
園
を
開
設

県
立
長
沼
高
等
学
校
が
開
校

4
・
7

関
下
人
形
が
県
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

７
・
２

お
は
よ
う
青
空
市
場
が
開
設

８
・
２０

第
１
回
釈
迦
堂
川
花
火
大
会
を
開
催

１２
・
22

移
動
図
書
館
車「
う
つ
み
ね
号
」運
行
開
始

一
九
七
九（
昭
和
五
四
）年

１
・
１
「
須
賀
川
地
方
衛
生
処
理
組
合
」を「
須
賀

川
地
方
保
健
環
境
組
合
」に
改
称

「
休
日
夜
間
急
病
診
療
所
」を「
須
賀
川
地

方
休
日
夜
間
急
病
診
療
所
」に
改
称

４
・
２２

市
議
会
議
員
選
挙(
定
数
30)

６
・
１

東
公
民
館
が
開
館

７
・
１

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
、
武
道
館
が
開
館

９
・
２３

牡
丹
台
庭
球
場
に
夜
間
照
明
を
設
置

１０
・
１３

市
民
温
泉
が
仮
開
館

一
九
八
〇（
昭
和
五
五
）年

１
・
１４

西
川
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
に
着
手

４
・
１３

澤
田
三
郎
氏
が
市
長
当
選（
通
算
５
期
目
）

５
・
１８

須
賀
川
商
店
会
連
合
会
主
催
の
第
１
回

「
ミ
ス
牡
丹
コ
ン
テ
ス
ト
」開
催

7
・
23

降
ひ
ょ
う
被
害
が
発
生　
「
天
災
融
資
法
」

と「
激
甚
災
害
法
」適
用

１１
・
１０

歴
史
民
俗
資
料
館（
池
上
町
）が
開
館

12
・
24

ク
リ
ス
マ
ス
豪
雪
に
よ
る
雪
害
が
発
生

一
九
八
一（
昭
和
五
六
）年

３
・
２０

第
２
次
総
合
計
画
基
本
構
想
を
策
定

５
・
２３

文
化
セ
ン
タ
ー
が
開
館

市
民
憲
章
、
市
の
花「
ぼ
た
ん
」、
市
の
木

「
あ
か
ま
つ
」を
制
定

7
・
1
「
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
」を「
老
人
憩
い
の

家
」に
改
称

７
・
６

玉
川
村
と
合
同
で
福
島
空
港（
須
賀
川
東
）

設
置
促
進
協
議
会
を
設
置

８
・
１

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
完
成

８
・
２２

　
〜

８
・
２３

台
風
第
15
号
水
害
が
発
生

１２
・
１２

福
島
空
港
誘
致
総
決
起
大
会

12
・
16

青
津
保
壽
氏
が
刀
装
具
６
２
８
点
を
市
に
寄
贈

一
九
八
二（
昭
和
五
七
）年

２
・
１

福
島
空
港
建
設
地
が「
須
賀
川
東
」に
決
定

４
・
１

柏
城
小
学
校
が
開
校

空
港
建
設
対
策
本
部
を
設
置

労
働
福
祉
会
館
が
開
館

４
・
２

財
団
法
人
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
発
足

9
・
7

福
島
空
港
と
地
域
開
発
を
す
す
め
る
会
が
発
足

9
・
12

　
〜

9
・
13

台
風
第
18
号
水
害
が
発
生

12
・
25

浜
田
地
区
県
営
圃
場
整
備
事
業
竣
工
式

一
九
八
三（
昭
和
五
八
）年

４
・
１

共
同
福
祉
施
設（
市
民
温
泉
）が
開
館

4
・
8

稲
田
幼
稚
園
新
園
舎
が
完
成

４
・
２４

市
議
会
議
員
選
挙（
定
数
26
）

６
・
１４

須
賀
川
駅
前
土
地
区
画
整
理
事
業
に
着
手

優良都市として自治大臣賞受賞披露式（S52）文化センター新築落成（S56）

7
・
１

市
民
の
森
を
開
設

１０
・
２３

第
１
回
円
谷
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
開
催

１１
・
２2

保
土
原
地
区
県
営
圃
場
整
備
事
業
竣
工
式

一
九
八
四（
昭
和
五
九
）年

３
・
１

市
制
施
行
３０
周
年
記
念
式
典

4
・
1

第
一
保
育
所
が
新
築
移
転

４
・
１５

高
木
博
氏
が
市
長
初
当
選

５
・
２９

横
山
土
地
区
画
整
理
事
業
が
完
了

７
・
14

第
一
中
学
校
新
校
舎
が
完
成

７
・
１７

山
寺
土
地
区
画
整
理
事
業
に
着
手

１０
・
２１

市
制
施
行
３０
周
年
記
念
市
民
植
樹
祭

（
２
８
２
本
の
桜
植
樹
）

１１
・
１６

西
川
土
地
区
画
整
理
事
業
が
完
了

12
・
6

岩
渕
浄
水
場
通
水
式

一
九
八
五（
昭
和
六
〇
）年

４
・
１
「
広
報
す
か
が
わ
」月
１
回
、
毎
月
１
日
発
行

４
・
２７

市
庁
舎
前「
市
民
の
庭
」が
完
成
、
市
民
憲

章
碑
除
幕
式

俳
句
ポ
ス
ト
を
設
置（
市
内
２０
カ
所
）

８
・
２８

福
島
空
港
が
国
の
第
５
次
空
港
整
備
五
箇

年
計
画
に
組
み
入
れ
決
定

９
・
１１

澤
田
悌
氏
が
名
誉
市
民
に
推
戴

一
九
八
六（
昭
和
六
一
）年

３
・
１０

稲
田
中
学
校
新
校
舎
が
完
成

３
・
２０

新
総
合
計
画
基
本
構
想
を
策
定

3
・
31

太
田
貞
喜
の
亜
欧
堂
田
善
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

（
82
点
）が
県
重
要
文
化
財
に
指
定

４
・
１

保
健
セ
ン
タ
ー
を
開
設

６
・
１１

第
二
中
学
校
新
校
舎
が
完
成

８
・
４

　
〜

８
・
５

台
風
第
10
号
水
害（
８・５
集
中
豪
雨
水
害
）

が
発
生（
市
初
の「
災
害
救
助
法
」適
用
）

12
・
3

国
が
郡
山
地
域
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
開
発
計
画
を
承
認

一
九
八
七（
昭
和
六
二
）年

２
・
１０

西
袋
中
学
校
新
校
舎
が
完
成

3
・
27

白
河
・
石
川
・
岩
瀬
・
田
村
・
安
積
・
安

達
六
郡
絵
図
が
県
重
要
文
化
財
に
指
定

４
・
１

明
る
い
長
寿
社
会
を
築
く
市
民
基
金
を
創
設

４
・
２６

市
議
会
議
員
選
挙（
定
数
26
）

４
・
28

牡
丹
姫
像
除
幕
式

5
・
5

異
常
渇
水
で
約
７
６
０
０
世
帯
が
断
水
・

減
水

「
異
常
渇
水
対
策
本
部
」を
設
置

7
・
14

集
中
豪
雨
水
害
が
発
生

８
・
２１

西
川
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
が
完
了

１０
・
２８

上
水
道
創
設
５０
周
年
記
念
式
典

１２
・
１８

諏
訪
町
土
地
区
画
整
理
事
業
に
着
手

一
九
八
八（
昭
和
六
三
）年

４
・
１

大
東
公
民
館
が
新
築
移
転

県
立
清
陵
情
報
高
等
学
校
が
開
校

県
立
須
賀
川
第
二
高
等
学
校
が「
県
立
安

積
第
二
高
等
学
校
須
賀
川
校
舎
」に
改
編

４
・
１０

高
木
博
氏
が
市
長
無
投
票
当
選（
２
期
目
）

9
・
14

福
島
空
港
起
工
式

９
・
２７

農
業
災
害
対
策
本
部（
冷
害
）を
設
置

１０
・
７

農
業
振
興
推
進
会
議
を
設
置

一
九
八
九（
平
成
元
）年

４
・
１

仁
井
田
小
学
校
が
新
築
移
転

芭
蕉
記
念
館
、
産
業
会
館
が
開
館

４
・
８

心
身
障
が
い
児
通
園
施
設「
た
け
の
こ
園
」

が
開
園

５
・
１３

第
１
回
す
か
が
わ
国
際
短
編
映
画
祭
を
開
催

7
・
10

翠
ヶ
丘
公
園
が「
日
本
の
都
市
公
園
１
０
０

選
」に
選
定

１１
・
１

財
団
法
人
須
賀
川
市
都
市
振
興
公
社
が
設
立

１１
・
１１

松
明
太
鼓
を
初
披
露

12
・
1

仁
井
田
幼
稚
園
新
園
舎
が
完
成

12
・
18

核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言

一
九
九
〇（
平
成
二
）年

１
・
１

市
旗
を
制
定

土
曜
閉
庁
開
始（
第
２
・
第
４
土
曜
日
）

３
・
３１

大
森
小
学
校
が
新
築
移
転

４
・
１

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
が
開
館

４
・
２

須
賀
川
地
方
保
健
環
境
組
合「
新
ご
み
処

理
施
設
」が
完
成

4
・
28

乙
字
ヶ
滝
が「
日
本
の
滝
１
０
０
選
」に
選
定

11
・
27

須
賀
川
物
産
振
興
協
会
が
発
足

一
九
九
一（
平
成
三
）年

３
・
１４

新
総
合
計
画
２
０
０
０
基
本
構
想
を
策
定

３
・
29
「
頭
脳
立
地
法
」の
集
積
促
進
地
域
に
指
定

４
・
１

中
央
公
民
館
新
館
が
開
館

４
歳
未
満
児
の
医
療
費
無
料
化

４
・
２１

市
議
会
議
員
選
挙（
定
数
26
）

８
・
１

第
三
中
学
校
新
校
舎
が
完
成

９
・
３０

福
島
空
港
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
工
事
に
着
手

１０
・
５

Ｊ
Ｒ
須
賀
川
駅
新
駅
舎
が
開
業

11
・
29

福
島
空
港
滑
走
路
長
２
５
０
０
ｍ
に
延
長
決
定

一
九
九
二（
平
成
四
）年

２
・
１４

稲
田
小
学
校
校
舎
大
規
模
改
造
工
事
が
完
成

３
・
31

大
東
地
域
体
育
館
が
開
館

須
賀
川
テ
ク
ニ
カ
ル
リ
サ
ー
チ
ガ
ー
デ
ン

開
発
基
本
構
想
を
発
表

４
・
１

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
を
開
設

４
・
１２

高
木
博
氏
が
市
長
当
選（
３
期
目
）

７
・
２７

下
宿
土
地
区
画
整
理
事
業
に
着
手

１０
・
１

公
共
下
水
道
一
部
供
用
開
始

松明太鼓初披露（H元）須賀川駅新駅舎落成式（H3）
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10
・
3

市
役
所
完
全
週
休
2
日
制
開
始

１１
・
１６

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
開
設

一
九
九
三（
平
成
五
）年

1
・
29

福
島
空
港
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
が
完
成

３
・
２０

福
島
空
港
が
札
幌
・
名
古
屋
・
大
阪
の
３

路
線
で
開
港

4
・
1

仁
井
田
、
西
袋
、
小
塩
江
各
地
域
体
育
館

が
開
館

６
・
１４

福
島
空
港
国
際
空
港
化
促
進
協
議
会
が
設
立

８
・
１

中
国
洛
陽
市
と
友
好
都
市
締
結

８
・
２０

西
袋
第
二
小
学
校
が
新
築
移
転

10
・
29

牡
丹
園
の
牡
丹
が
宝
塚
市
へ
約
２
３
０
年

振
り
に
里
帰
り

一
九
九
四（
平
成
六
）年

２
・
１

須
賀
川
駅
前
自
転
車
等
駐
車
場
を
開
設

3
・
22

財
団
法
人
須
賀
川
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
協

会
が
設
立

３
・
２８

市
制
施
行
４０
周
年
記
念
式
典

市
の
鳥「
か
わ
せ
み
」を
制
定

市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ボ
ー
タ

ン
」を
発
表

須
賀
川
ア
リ
ー
ナ
落
成
式

３
・
３１

七
里
ヶ
浜
遠
望
図
が
県
重
要
文
化
財
に
指
定

４
・
１

花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
基
金
を
創
設

稲
田
、
浜
田
各
地
域
体
育
館
が
開
館

大
東
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設

５
・
１

市
民
ス
ポ
ー
ツ
広
場
を
開
設

6
・
1

泉
田
地
区
県
営
圃
場
整
備
事
業
竣
工
式

一
九
九
五（
平
成
七
）年

４
・
１

市
民
ス
ポ
ー
ツ
会
館
が
開
館

県
立
須
賀
川
女
子
高
等
学
校
が「
県
立
須

賀
川
桐
陽
高
等
学
校
」に
改
称

4
・
4

障
が
い
者
小
規
模
通
所
授
産
所（
芦
田
塚
）を
開
設

４
・
２３

市
議
会
議
員
選
挙（
定
数
26
）

4
・
28

フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
を
開
設

８
・
１８

福
島
県
博
覧
会
の
会
場
地
に
須
賀
川
テ
ク

ニ
カ
ル
リ
サ
ー
チ
ガ
ー
デ
ン
計
画
地
が
決
定

10
・
14

ふ
く
し
ま
国
体
秋
季
大
会
で
銃
剣
道
競
技

と
卓
球
競
技
を
開
催（
19
日
ま
で
）

10
月
15
日
に
は
天
皇
皇
后
両
陛
下
行
幸

啓（
卓
球
競
技
）

一
九
九
六（
平
成
八
）年

２
・
６

北
部
都
市
整
備
事
業
に
着
手

３
・
１

Ｊ
Ａ
す
か
が
わ
岩
瀬
が
発
足

３
・
4

新
総
合
計
画
２
０
０
０
後
期
計
画
を
策
定

4
・
1

西
袋
児
童
ク
ラ
ブ
館
が
開
館

須
賀
川
地
方
保
健
環
境
組
合「
新
し
尿
処

理
施
設
」が
稼
働

４
・
14

高
木
博
氏
が
市
長
無
投
票
当
選（
４
期
目
）

６
・
２９

高
木
市
長
が
死
去

７
・
３１

青
少
年
親
善
訪
中
団
が
中
国
洛
陽
市
を
訪
問

８
・
１１

相
楽
新
平
氏
が
市
長
初
当
選

一
九
九
七（
平
成
九
）年

３
・
２７

第
二
保
育
所
が
新
築
移
転

３
・
31

国
営
母
畑
地
区
総
合
農
地
開
発
事
業
が
完
了

４
・
１

駅
前
児
童
ク
ラ
ブ
館
が
開
館

資
源
物
分
別
収
集
開
始

6
・
5

稲
地
区
県
営
圃
場
整
備
事
業
竣
工
式

６
・
２５

小
塩
江
中
学
校
新
校
舎
が
完
成

９
・
４

高
齢
者
市
政
ト
ー
キ
ン
グ
事
業
が
ス
タ
ー
ト

１０
・
１６

福
島
空
港
東
側
ア
ク
セ
ス
道
が
全
線
開
通

一
九
九
八（
平
成
一
〇
）年

3
・
30

東
部
環
状
線（
上
人
担
工
区
）開
通
式

４
・
１

仁
井
田
児
童
ク
ラ
ブ
館
が
開
館

介
護
保
険
準
備
室
・
う
つ
く
し
ま
未
来
博

推
進
室
を
設
置

４
・
２０

宮
の
杜
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
竣
工
式

５
・
26

舘
ヶ
岡
地
区
県
営
圃
場
整
備
事
業
竣
工
式

6
・
１

松
塚
地
区
県
営
圃
場
整
備
事
業
竣
工
式

８
・
２６

　
〜

８
・
３０

台
風
第
４
号
水
害（
８
月
末
豪
雨
水
害
）

が
発
生

１０
・
１

情
報
公
開
条
例
を
施
行

12
・
16

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定

一
九
九
九（
平
成
一
一
）年

２
・
４

す
か
が
わ
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
２１
を
策
定

２
・
２６

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

３
・
２９

市
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク「
花
の
エ
ン
ゼ
ル
」を

制
定

４
・
２５

市
議
会
議
員
選
挙（
定
数
26
）

６
・
１７

福
島
空
港
初
の
国
際
定
期
路
線
が
開
設

７
・
７

市
う
つ
く
し
ま
未
来
博
実
行
委
員
会
が
設
立

１０
・
１

市
民
交
流
サ
ロ
ン「
よ
り
あ
い
」を
開
設

12
・
１
「
あ
き
な
い
広
場
」を
開
設

二
〇
〇
〇（
平
成
一
二
）年

１
・
１

環
境
基
本
条
例
を
施
行

７
・
１3

福
島
空
港
２
５
０
０
ｍ
滑
走
路
全
面
供
用

開
始

７
・
１4

仁
井
田
中
学
校
新
校
舎
が
完
成

７
・
１6

相
楽
新
平
氏
が
市
長
無
投
票
当
選（
２
期
目
）

１１
・
６

市
う
つ
く
し
ま
未
来
博
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
が
設
立

１１
・
３０

ふ
く
し
ま
森
の
科
学
体
験
セ
ン
タ
ー
が
完
成

１２
・
２１

総
合
計
画「
し
あ
わ
せ
ア
ッ
プ
２１
」基
本
構

想
を
策
定

二
〇
〇
一（
平
成
一
三
）年

４
・
１

稲
田
児
童
ク
ラ
ブ
館
が
開
館

財
団
法
人
ふ
く
し
ま
科
学
振
興
協
会
が
設
立

福島空港が開港（H5）福島空港東側アクセス道全線開通（H9）

６
・
５

未
来
博
進
入
路
市
道
２
ー
２４
号
線
が
開
通

６
・
２７

東
部
環
状
線
未
来
大
橋
竣
工
式

７
・
７

福
島
県
博
覧
会「
う
つ
く
し
ま
未
来
博
」が

開
催（
９
月
30
日
ま
で
）

９
・
１６

須
賀
川
橋
竣
工
式

１１
・
１

ふ
く
し
ま
森
の
科
学
体
験
セ
ン
タ
ー
が
開
館

児
童
福
祉
計
画「
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
」を
策
定

二
〇
〇
二（
平
成
一
四
）年

１
・
１

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
発
足

３
・
２９

上
人
壇
廃
寺
跡
出
土
品
が
県
重
要
文
化

財
に
指
定

３
・
31

保
健
計
画「
健
康
ア
ッ
プ
２１
」を
策
定

4
・
１

完
全
学
校
週
5
日
制
開
始

７
・
１　

市
議
会
だ
よ
り
第
1
号
発
行

８
・
３０

小
塩
江
小
学
校
新
校
舎
が
完
成

１０
・
３０

地
域
情
報
化
計
画
を
策
定

二
〇
〇
三（
平
成
一
五
）年

１
・
１

男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
を
施
行

１
・
１５

牡
丹
大
使
１０
人
を
委
嘱

２
・
２８

小
塩
江
幼
稚
園
新
園
舎
が
完
成

４
・
１

小
塩
江
児
童
ク
ラ
ブ
館
が
開
館

４
・
２７

市
議
会
議
員
選
挙（
定
数
26
）

10
・
1

農
作
物
異
常
気
象
災
害
対
策
本
部
を
設
置

１１
・
２１

西
部
２
号
雨
水
幹
線
分
水
路
が
完
成

12
・
25

長
沼
町
と
の
法
定
合
併
協
議
会
を
設
置

二
〇
〇
四（
平
成
一
六
）年

３
・
２６

市
制
施
行
５０
周
年
記
念
式
典

4
・
26

岩
瀬
村
と
の
法
定
合
併
協
議
会
を
設
置

５
・
２８

下
宿
土
地
区
画
整
理
事
業
が
完
了

７
・
１

あ
き
な
い
広
場
ア
ト
リ
ウ
ム（
ま
ち
な
か

プ
ラ
ザ
）を
開
設

７
・
１１

相
楽
新
平
氏
が
市
長
無
投
票
当
選（
３
期
目
）

８
・
２６

須
賀
川
市
・
長
沼
町
合
併
協
定
調
印
式

１０
・
１９

須
賀
川
市
・
岩
瀬
村
合
併
協
定
調
印
式

11
・
19

浜
尾
遊
水
地
が
完
成

二
〇
〇
五（
平
成
一
七
）年

２
・
１６

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
認
証
を
取
得

４
・
１

須
賀
川
市
、
長
沼
町
、
岩
瀬
村
が
合
併

長
沼
支
所
・
岩
瀬
支
所
を
開
所

５
・
28

下
宿
土
地
区
画
整
理
事
業
が
完
了

5
・
30

大
桑
原
地
区
県
営
圃
場
整
備
事
業
竣
工
式

12
・
5

渡
辺
家
住
宅
主
屋
な
ど
が
国
登
録
有
形

文
化
財
に
指
定

12
・
17

新
橋
竣
工
式

二
〇
〇
六（
平
成
一
八
）年

２
・
１

地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

3
・
31

新
生
須
賀
川
水
環
境
整
備
計
画
が
内
閣

府
地
域
再
生
計
画
に
認
定

４
・
1

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
中
央
、
西
部
、

東
部
、
長
沼
・
岩
瀬
）が
開
設

4
・
5

長
沼
東
保
育
所
が
新
築
移
転

１１
・
１９

第
１８
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝

競
走
大
会（
ふ
く
し
ま
駅
伝
）で
須
賀
川
市

チ
ー
ム
が
初
優
勝

12
・
21

総
合
計
画「
新
生
す
か
が
わ
２
０
０
7
」基

本
構
想
を
策
定

二
〇
〇
七（
平
成
一
九
）年

１
・
７

須
賀
川
ア
リ
ー
ナ
に
円
谷
幸
吉
メ
モ
リ
ア

ル
ホ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン

３
・
31

市
国
民
保
護
計
画
を
策
定

４
・
１

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
開
館

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
指
針

を
策
定

４
・
３

東
部
環
状
線
が
全
線
開
通

４
・
7

幼
保
一
体
化
施
設
白
江
こ
ど
も
園
が
開
園

４
・
２２

市
議
会
議
員
選
挙（
定
数
28
）

11
・
30

今
出
ダ
ム
利
水
事
業
中
止
を
決
定

二
〇
〇
八（
平
成
二
〇
）年

4
・
4

稲
古
舘
古
墳
出
土
銅
漆
作
大
刀
が
県
重

要
文
化
財
に
指
定

4
・
８

幼
保
一
体
化
施
設
白
方
こ
ど
も
園
が
開
園

７
・
２０

橋
本
克
也
氏
が
市
長
初
当
選

9
・
30

地
域
医
療
協
議
会
が
設
立

10
・
1

児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設（
西
袋
二
小
、
白
江
、
白
方
）

二
〇
〇
九（
平
成
二
一
）年

２
・
２

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行
開
始

２
・
１７

定
額
給
付
金
対
策
室
を
設
置

5
・
1

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
を
設
置

１０
・
１

こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
を
開
始（
小
学

6
年
生
ま
で
無
料
化
）

11
・
2

須
賀
川
地
方
休
日
夜
間
救
急
診
療
所
平

日
夜
間
診
療
開
始

12
・
22

第
三
小
学
校
新
校
舎
が
完
成

二
〇
一
〇（
平
成
二
二
）年

１
・
８

須
賀
川
地
方
休
日
夜
間
救
急
診
療
所
土

曜
日
夜
間
診
療
開
始

３
・
３１

総
合
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

７
・
１０
「
結
の
辻
」を
開
設

９
・
27

工
業
製
品
認
定
制
度
を
創
設

１０
・
１

大
森
小
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設（
全
小
学
校

学
区
の
児
童
ク
ラ
ブ
設
置
が
完
了
）

二
〇
一
一（
平
成
二
三
）年

３
・
１１

午
後
２
時
４６
分
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生

公
立
岩
瀬
病
院
新
病
棟
が
稼
働

うつくしま未来博が開催（H13）ふくしま駅伝で須賀川市チームが悲願の初優勝（H18）
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３
・
２５

諏
訪
町
土
地
区
画
整
理
事
業
が
完
了

4
・
1

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
条
例
を
施
行

5
・
1

牡
丹
会
館
が
新
築
移
転

５
・
９

市
内
循
環
バ
ス
の
運
行
開
始

8
・
29

放
射
性
物
質
除
染
方
針
を
策
定

９
・
４

市
議
会
議
員
選
挙（
定
数
28
）

９
・
２１

　
〜

９
・
２２

台
風
１５
号
水
害
が
発
生（
釈
迦
堂
川
、
阿
武

隈
川
と
も
当
時
の
過
去
最
高
水
位
を
記
録
）

12
・
20

震
災
復
興
計
画
を
策
定

二
〇
一
二（
平
成
二
四
）年

1
・
1

原
子
力
災
害
対
策
直
轄
室
を
設
置

1
・
31

除
染
計
画（
第
１
版
）を
策
定

2
・
17

大
阪
府
豊
中
市
と
空
港
で
結
ぶ
友
好
都

市
提
携
協
定
を
締
結

３
・
１１

東
日
本
大
震
災
犠
牲
者
追
悼
式

4
・
1

震
災
復
興
対
策
直
轄
室
を
設
置

6
・
14

新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
を
策
定

6
・
29

仮
設
庁
舎
を
文
化
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
に
設
置

７
・
２２

橋
本
克
也
氏
が
市
長
無
投
票
当
選（
２
期
目
）

７
・
２７

屋
内
こ
ど
も
遊
び
場「
す
か
が
わ
キ
ッ
ズ

パ
ー
ク
」を
開
設

９
・
６

亜
欧
堂
田
善
の
銅
版
画
作
品
な
ど
が
国
重

要
文
化
財
に
指
定

１２
・
２６

第
７
次
総
合
計
画「
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
２
０
１
３
」基
本
構
想
を
策
定

二
〇
一
三（
平
成
二
五
）年

３
・
31

復
興
ま
ち
づ
く
り
事
業
計
画
を
策
定

5
・
2

株
式
会
社
こ
ぷ
ろ
須
賀
川
が
設
立

５
・
５
「
Ｍ
７８
星
雲 

光
の
国
」と
姉
妹
都
市
提
携

6
・
4

県
が「
造
成
宅
地
防
災
区
域
」（
岩
渕
字
池

下
地
内
）を
指
定

７
・
７

Ｊ
Ｒ
須
賀
川
駅
前
に
市
×「
Ｍ
７８
星
雲 

光

の
国
」姉
妹
都
市
提
携
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
を
設
置

７
・
３１

主
要
地
方
道
中
野
須
賀
川
線
袋
田
工
区

（
袋
田
バ
イ
パ
ス
）が
開
通

８
・
２８

第
１
回
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
を
開
催

９
・
８

里
橋（
舘
ヶ
岡
）竣
工
式

10
・
19

大
東
中
学
校
新
校
舎
が
完
成

１１
・
１０

神
奈
川
県
座
間
市
と
友
好
交
流
都
市
協

定
を
締
結

12
・
2

公
立
岩
瀬
病
院
新
外
来
棟
が
完
成

二
〇
一
四（
平
成
二
六
）年

2
・
4

芭
蕉
記
念
館
が
本
町
地
内
に
移
転

３
・
２8

市
制
施
行
６０
周
年
記
念
式
典

国
が
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
を

認
定

４
・
１

防
災
行
政
無
線
を
開
局（
市
内
全
域
１
９
７

カ
所
に
設
置
）

６
・
２０

国
が
創
業
支
援
事
業
計
画
を
認
定

７
・
７

翠
ヶ
丘
公
園
わ
ん
ぱ
く
広
場
を
改
修

７
・
１１

中
央
体
育
館
が
開
館

８
・
１

水
道
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー
を
開
設

１０
・
１８

円
谷
幸
吉
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
を
改
修

二
〇
一
五（
平
成
二
七
）年

1
・
21

地
方
創
生
・
人
口
減
少
対
策
本
部
を
設
置

3
・
19

災
害
公
営
住
宅「
馬
町
団
地
」の
入
居
開
始

４
・
１

長
沼
東
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
開
館

４
・
２

山
寺
池
公
園
全
面
供
用
開
始

4
・
24

藤
沼
温
泉「
や
ま
ゆ
り
荘
」が
営
業
再
開

６
・
１７

秋
篠
宮
皇
嗣
同
妃
両
殿
下
が
御
視
察

7
・
1

災
害
公
営
住
宅「
東
町
団
地
」の
入
居
開
始

８
・
９

市
議
会
議
員
選
挙（
定
数
24
）

８
・
２５

第
一
小
学
校
新
校
舎
が
完
成

須
賀
川
一
小
児
童
ク
ラ
ブ
館
が
開
館

10
・
23

長
沼
中
学
校
新
校
舎
落
成
式

１０
・
３０
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」を
策
定

二
〇
一
六（
平
成
二
八
）年

1
・
20

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
開
始

3
・
1

Ｊ
Ａ
夢
み
な
み
が
発
足

3
・
18

第
二
小
学
校
新
校
舎
が
完
成

3
・
30

災
害
公
営
住
宅「
弘
法
坦
団
地
」「
山
寺

北
団
地
」の
入
居
開
始（
全
１
０
０
戸
の

整
備
が
完
了
）

４
・
１

認
定
こ
ど
も
園
大
東
こ
ど
も
園
が
開
園

町
会
所
会
館
条
例
を
施
行

５
・
１１

牡
丹
園
発
祥
２
５
０
年
記
念
式
典

６
・
17

須
賀
川
駅
前
土
地
区
画
整
理
事
業
が
完
了

７
・
25

橋
本
克
也
氏
が
市
長
無
投
票
当
選（
３
期
目
）

１１
・
２８

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
愛
称「
ｔ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
」

を
発
表

二
〇
一
七（
平
成
二
九
）年

１
・
１８

藤
沼
ダ
ム
で
試
験
湛
水

3
・
10

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
を
策
定

3
・
23

総
合
計
画
策
定
条
例
を
制
定

３
・
３０

新
庁
舎
落
成
式

４
・
１

５
歳
児
の
保
育
料
・
授
業
料
を
無
償
化

第
三
西
袋
児
童
ク
ラ
ブ
館
が
開
館

白
鳩
保
育
園
が
公
私
連
携
型
保
育
所
に

移
行

4
・
3

公
立
岩
瀬
病
院
産
科
婦
人
科
外
来
診
療

を
開
始

４
・
24

藤
沼
ダ
ム
農
業
用
水
の
供
給
再
開

４
・
２５

国
道
１
１
８
号
松
塚
バ
イ
パ
ス
が
開
通

５
・
８

新
庁
舎
が
開
庁

市
役
所
窓
口
で
パ
ス
ポ
ー
ト
交
付
を
開
始

６
・
１

市
消
防
団
初
の
女
性
消
防
団
員
に
辞
令
交
付

８
・
18

山
寺
土
地
区
画
整
理
事
業
が
完
了

１０
・
１

東
西
循
環
バ
ス
の
土
曜
日
運
行
を
開
始

12
・
21

第
８
次
総
合
計
画「
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
２
０
１
８
」を
策
定

二
〇
一
八（
平
成
三
〇
）年

1
・
11

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
愛
称
ロ
ゴ
を
発
表

1
・
29

中
学
生
に
よ
る
初
模
擬
議
会

４
・
１

大
黒
池
防
災
公
園
が
供
用
開
始

４
・
６

小
中
一
貫
教
育
校
稲
田
学
園
が
開
校

８
・
２１

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
落
成
式

８
・
２７

須
賀
川
二
小
児
童
ク
ラ
ブ
館
が
開
館

１１
・
２２
「
松
明
あ
か
し
」が
冬
の
季
語
と
し
て
俳
句

歳
時
記
に
収
載

二
〇
一
九（
平
成
三
一
・
令
和
元
）年

１
・
１１

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
が
開
館

ウ
ル
ト
ラ
Ｆ
Ｍ
が
開
局

１
・
２３
「
こ
お
り
や
ま
広
域
連
携
中
枢
都
市
圏
」形

成
の
連
携
協
約
を
締
結

３
・
１８

国
が
第
２
期
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本

計
画
を
認
定

３
・
２０

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
を
策
定

４
・
１

市
役
所
防
災
広
場
が
供
用
開
始

須
賀
川
地
方
保
健
環
境
組
合
の「
新
ご
み

処
理
施
設
」が
稼
働

５
・
８

観
光
物
産
振
興
協
会
が
発
足

６
・
30

立
地
適
正
化
計
画
を
策
定

８
・
１１

市
議
会
議
員
選
挙（
無
投
票
・
定
数
24
）

１０
・
１

保
育
施
設
な
ど
に
通
う
３
〜
５
歳
児
の
給

食
費
無
償
化

１０
・
１２

　
〜

１０
・
１３

令
和
元
年
東
日
本
台
風（
過
去
最
大
規
模

の
水
害
発
生
）

二
〇
二
〇（
令
和
二
）年

２
・
２１

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部

を
設
置

２
・
２６

第
２
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
を
策
定

３
・
２４

Ｊ
Ｒ
水
郡
線
川
東
駅
新
駅
舎
が
完
成

４
・
１６

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
事
態

宣
言
対
象
区
域
に
県
全
域
が
指
定（
５
月

14
日
解
除
）

５
・
３１

阿
武
隈
川
堤
防（
浜
尾
遊
水
地
西
側
）本
復

旧
工
事
が
完
了

７
・
１９

橋
本
克
也
氏
が
市
長
無
投
票
当
選（
４
期
目
）

９
・
１

地
域
外
来（
発
熱
外
来
）を
開
設

１０
・
２

す
か
が
わ
観
光
物
産
館「
ｆ
ｌ
ａ
ｔ
ｔ
ｏ
」

が
開
館

１０
・
９

風
流
の
は
じ
め
館
が
開
館

１０
・
２６

稲
田
公
民
館
が
新
築
移
転

１１
・
３

特
撮
ア
ー
カ
イ
ブ
セ
ン
タ
ー
が
開
館

二
〇
二
一（
令
和
三
）年

２
・
１

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
運
用
を
開
始

２
・
１３

福
島
県
沖
を
震
源
と
す
る
地
震
が
発
生

３
・
１６

円
谷
英
二
氏
、
円
谷
幸
吉
氏
を
名
誉
市
民

に
推
戴

３
・
１９

公
共
施
設
等
個
別
施
設
計
画
を
策
定

３
・
２７

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー

４
・
６

義
務
教
育
学
校
稲
田
学
園
が
開
校

４
・
１１

４
・
２７

凍
霜
害
が
発
生

５
・
１１

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
集
団

接
種
を
開
始

６
・
１５

降
ひ
ょ
う
被
害
が
発
生

９
・
５

文
化
セ
ン
タ
ー
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

１０
・
１７

円
谷
幸
吉
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
の
展
示
内

容
を
拡
充

二
〇
二
二（
令
和
四
）年

１
・
５

成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設

２
・
２

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
協
議
会
を
設
置

３
・
１６

福
島
県
沖
を
震
源
と
す
る
地
震
が
発
生

４
・
１

長
沼
・
岩
瀬
地
域
が「
過
疎
地
域
」に
指
定

あ
お
ば
循
環
バ
ス
が
運
行
開
始

県
立
須
賀
川
創
英
館
高
等
学
校
が
開
校

（
県
立
須
賀
川
高
等
学
校
と
県
立
長
沼
高

等
学
校
が
統
合
）

６
・
２

降
ひ
ょ
う
被
害
が
発
生

６
・
１８

す
か
が
わ
特
撮
塾
が
開
講

９
・
１９

相
澤
晃
記
念
杯
藤
沼
湖
駅
伝
競
走
・
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
大
会
初
開
催

９
・
２９

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
を
策
定

１１
・
３

パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ（
公
募
設
置
管
理
制
度
）に

よ
る
県
内
初
の
飲
食
施
設
が
オ
ー
プ
ン

１２
・
２２

第
９
次
総
合
計
画「
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
２
０
２
３
」を
策
定

二
〇
二
三（
令
和
五
）年

１
・
８

二
十
歳
の
つ
ど
い
初
開
催

３
・
３１

牡
丹
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ク
ル
ー
38
年
の
歴
史

に
幕（
ミ
ス
牡
丹
時
代
も
含
め
て
）

４
・
１

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

文
化
都
市
す
か
が
わ
推
進
戦
略
本
部
を

設
置

須
賀
川
ア
リ
ー
ナ
を「
円
谷
幸
吉
メ
モ
リ

ア
ル
ア
リ
ー
ナ
」に
改
称

４
・
１０

４
・
２５

凍
霜
害
が
発
生

４
・
２８

パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
よ
る
温
浴
施
設
が
オ
ー

プ
ン

５
・
８

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
感

染
症
に
移
行

５
・
２９

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言

６
・
30

国
史
跡
上
人
壇
廃
寺
跡
整
備
基
本
計
画

を
策
定

８
・
６

市
議
会
議
員
選
挙（
定
数
24
）

10
・
14

公
立
岩
瀬
病
院
創
立
１
５
０
周
年
記
念
式
典
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